
年度 2016 2015 2014

　義務的経費の状況 35.0% 37.2% 38.2%

　経常収支比率 77.7% 75.9% 73.9%

　実質公債費比率 1.1% 1.8% 2.1%

　財政力指数
（　）３か年の平均
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日
本
政
府
は
核
兵
器
禁

止
条
約
へ
の
参
加
を

財
政
力
指
数

１
・
２
６

安
城
市
の
16
年
度
の
財
政
力

指
数
は
１
・
２
６
で
、
前
年
度

比
０
・
０
３
ポ
イ
ン
ト
下
回
り

ま
し
た
が
、
全
国
７
９
１
市
の

な
か
の
11
番
目
で
、
依
然
と
し

て
財
政
力
は
豊
か
で
す
。

財
政
力
指
数
は
自
治
体
の
財

政
力
を
示
す
指
数
で
１
・
０
０

２０１６年度決算

安
城
市
の
２
０
１
６
年
度
決
算
の
財
政
状
況
を
判
断
す
る
財

政
力
指
数
、
義
務
的
経
費
の
状
況
、
経
常
収
支
比
率
、
実
質
公

債
費
率
は
す
べ
て
良
好
で
、
依
然
と
し
て
財
政
力
豊
か
な
市
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

を
超
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
標

準
以
上
の
行
政
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

義
務
的
経
費
と
は
、
性
質
別

経
費
の
う
ち
、
人
件
費
、
扶
助

費
、
公
債
費
の
３
つ
を
い
い
、

歳
出
に
対
す
る
義
務
的
経
費
の

割
合
が
小
さ
い
ほ
ど
財
政
の
弾

力
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

16
年
度
は
、
人
件
費
は
減
少

し
ま
し
た
が
、
扶
助
費
と
公
債

費
が
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

義
務
的
経
費
総
額
は
２
４
２

億
５
千
万
円
余
（
前
年
度
比
７

億
６
千
万
円
余
増
額
）
で
す
が
、

歳
出
総
額
が
大
き
く
増
加
し
た

た
め
、
歳
出
総
額
に
占
め
る
割

合
は
３
５
％
と
な
り
、
前
年
度

比
２
・
２
ポ
イ
ン
ト
の
減
少
と

な
っ
て
い
ま
す
。

義
務
的
経
費
の
状
況

３
５
％

実
質
公
債
費
比
率

１
・
１
％

経
常
収
支
比
率

７
７
・
７
％

市
民
は
こ
の
こ
と
を
実
感
で

き
る
市
政
を
求
め
て
い
ま
す
。

３
か
年
平
均
が
１
８
％
を
超
え

る
と
新
た
な
借
金
を
す
る
た
め

に
国
や
都
道
府
県
の
許
可
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

安
城
市
の
16
年
度
の
実
質
公

債
費
比
率
１
・
１
％
で
、
１
８

％
を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、

市
債
の
借
入
状
況
等
は
良
好
で

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

年
度
比
１
・
８
ポ
イ
ン
ト
増
加

し
ま
し
た
が
、
全
国
の
市
町
村

の
平
均
は
９
０
％
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
依
然
と
し
て
良
好
な
財

政
運
営
と
し
て
い
ま
す
。

経
常
収
支
比
率
は
、
財
政
構

造
の
弾
力
性
示
す
数
値
で
、
高

く
な
る
と
財
政
運
営
は
硬
直
化

し
ま
す
。

安
城
市
の
16
年
度
の
経
常
収

支
比
率
は
７
７
・
７
％
で
、
前

実
質
公
債
費
比
率
は
、
自
治

体
の
収
入
に
対
す
る
負
債
返
済

の
割
合
を
示
す
指
標
で
、
過
去

財政力指数等の推移
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１
９
４
５
年
８
月
８
日
、
ソ

連
軍
が
攻
め
込
ん
だ
「
満
州
」

（
中
国
東
北
部
）
で
は
、
何
が

起
こ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ

こ
で
は
３
つ
の
異
常
な
大
参
事

が
、
日
本
の
軍
隊
と
居
住
の
日

本
人
を
襲
い
ま
し
た
。

第
１
の
惨
害
は
、
ソ
連
軍
が

各
地
で
起
こ
し
た
略
奪
・
強
姦
・

殺
戮
の
惨
劇
で
し
た
。

第
２
の
惨
害
は
、
関
東
軍
の

数
十
万
の
将
兵
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣

言
を
無
視
し
て
、
シ
ベ
リ
ア
に

抑
留
さ
れ
、
長
期
間
に
わ
た
っ

て
強
制
労
働
で
使
役
さ
れ
た
こ

と
で
す
。

第
３
の
惨
害
は
、
当
時
、
満

州
に
い
た
百
数
十
万
の
一
般
日

スターリン秘史

日
本
共
産
党
の
不
破
哲
三
・
社
会
科
学
研
究
所
所
長
の
「
ス
タ
ー

リ
ン
秘
史
」
（
全
６
巻
）
を
読
み
、
「
満
州
で
何
が
起
こ
っ
た
の

か
」
が
強
く
印
象
に
残
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
の
一
部
を
紹

介
し
ま
す
。

（
宮
川
金
彦
）

ソ
連
軍
の
略
奪
等

３
つ
の
異
常
な
大
参
事

本
人
が
満
州
に
遺
棄
さ
れ
た
こ

と
、
で
す
。

関
東
軍
の
将
兵
の
処
遇
に
つ

い
て
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
内
容
の

異
な
る
２
つ
の
指
令
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

第
１
の
指
令
（
８
月
16
日
）

満
州
は
、
日
本
が
１
９
３
１

年
の
「
満
州
事
変
」
と
い
う
一

方
的
な
侵
略
戦
争
で
中
国
か
ら

強
奪
し
、
敗
戦
ま
で
占
領
し
続

け
た
地
方
で
し
た
。

日
本
の
軍
と
政
府
は
、
国
策

と
し
て
多
く
の
日
本
人
を
満
州

に
送
り
だ
し
な
が
ら
、
戦
争
終

結
に
あ
た
っ
て
、
〝
一
般
日
本

人
は
日
本
に
帰
国
さ
せ
な
い
。

満
州
に
土
着
し
そ
の
ま
ま
生
活

し
ろ
〟
が
基
本
方
針
で
し
た
。

満
州
か
ら
１
９
４
６
年
に
帰

国
し
た
女
性
は
、
「
ソ
連
侵
攻

後
の
あ
の
１
年
間
に
在
満
日
本

人
24
万
５
千
人
が
死
に
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
足
り
な
く
て
『
生
き

残
っ
た
在
満
邦
人
は
満
州
朝
鮮

に
土
着
し
て
暮
ら
し
な
さ
い
、

日
本
に
は
帰
っ
て
く
る
な
』
と

言
っ
て
い
る
大
本
営
の
報
告
書

は
腹
に
据
え
か
ね
る
」
と
怒
っ

て
い
ま
す
。

関
東
軍
総
司
令
部
は
、
ソ
連

軍
の
侵
攻
が
開
始
さ
れ
た
２
日

後
、
戦
況
不
利
と
し
て
撤
退
を

決
定
、
特
別
列
車
を
し
た
て
て

脱
出
。
一
般
日
本
人
に
は
「
軍

事
機
密
」
と
さ
れ
、
一
切
知
ら

さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
（
「
日
本
国

軍
隊
は
各
自
の
家
庭
に
復
帰
」
）

を
無
視
で
き
な
い
の
で
「
軍
事

捕
虜
を
ソ
連
邦
領
土
に
運
ぶ
こ

と
は
し
な
い
」
と
し
て
い
ま
し

た
。と

こ
ろ
が
、
関
東
軍
が
ソ
連

極
東
軍
に
、
武
装
解
除
後
の
軍

人
を
「
ソ
連
の
庇
護
下
に
満
州
、

朝
鮮
に
土
着
し
て
生
活
さ
せ
て

く
れ
」
と
要
望
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
ス
タ
ー
リ
ン

は
８
月
24
日
、
約
50
万
の
捕
虜

を
シ
ベ
リ
ア
に
移
送
せ
よ
、
と

い
う
指
令
を
出
し
ま
し
た
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
元
凶
は
ス

タ
ー
リ
ン
で
す
が
、
大
本
営
と

関
東
軍
が
最
初
か
ら
進
ん
で
こ

れ
に
協
力
し
ま
し
た
。
「
シ
ベ

リ
ア
抑
留
は
ソ
連
と
日
本
の
戦

争
指
導
部
が
〝
合
作
〟
で
引
き

起
こ
し
た
悲
劇
で
あ
っ
た
こ
と

も
、
疑
問
の
余
地
の
な
い
歴
史

的
事
実
で
す
」

シ
ベ
リ
ァ
抑
留

ソ
連
と
日
本
の
戦
争
指
導
部
の
合
作

一
般
日
本
人
は
帰
国
さ
せ
な
い

関
東
軍
は
い
ち
早
く
撤
退


